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§１．研究成果の概要 

 

オンサイト対称性を持つ量子スピン鎖において、ギャップト・グラウンド・ステートの一意的な存在

が不成立となることを示した。これは古典的な Lieb-Schultz-Mattis の定理を離散的な対称性につ

いて拡張したことになっている。この際に、並進対称性を持つ量子スピン鎖について先行する結果

を統一し、一般化している。他の物理学の論文で予想、示唆されていたものを一般的な枠組みで

数学的に証明した重要な成果である。第一著者が前に導入した新しい指数が重要な道具となって

いる。 

非エルミートハミルトニアンでは、バルクの状態が表面に局在し、その結果スペクトルが境界条件

に強く依存するという非エルミート表皮効果が生じる。バルクの状態が表面でなく角に集中するとい

う新しいタイプの表皮効果(=高次表皮効果)を発見した。この成果は、Phys. Rev. 誌の Editors' 

suggestion に選ばれている。 

並進対称性と離散的な内部対称性を持った量子多体系に対して、単位胞が離散対称性の射影

表現になっている場合には、境界条件を対称演算子でひねった場合の基底状態が縮退している

ことを示した。この結果を用いて、2 次元やより高次の空間における量子多体系の基底状態に対し

て Lieb-Schultz-Mattis 定理の一般化を論じた。 
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（１）河東グループ 

① 研究代表者：河東 泰之 （東京大学 大学院数理科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・トポロジカル秩序，テンソル圏の作用素環による解析 

    ・量子スピン系のギャップト・ハミルトニアンの分類 

    ・非可換幾何学による指数定理の発展 
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・トポロジカル結晶絶縁体・超伝導体の分類 

・対称性によって守られたトポロジカル相の研究 

・非エルミート・トポロジカル相の解析 

・幾何学的手法による可解模型の解析 

・量子ウォークによるトポロジカル相の提案 
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② 研究項目 

・トポロジカル材料の設計理論 

・量子多体系のトポロジカル相の理論 
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